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 教育委員会では、平成２７年度から、学校種の異なる研究指定校

（中学校３校）と連携校（県立高校３校）が様々な形の連携を実践し、

その成果を市内各校に広げる「市川版中高一貫教育推進事業」を行って

います。これまでの実践の一部を紹介します。  
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第３期市川市教育振興基本計画  

                      ～次のような方針を掲げています～ 

感性を豊かに働かせ、社会の中でたくましく

生きていくことのできる子どもを育てる 

“自分らしく輝くための学び”の環境の実現

と学びのセーフティネットを構築する 

社会の変化を見据えた教育環境の整備を図り、

市川の質の高い教育を推進する 

  

 

 

 

 

 「学習指導要領」とは、全国

どこの学校でも一定の教育水準

が保てるよう、文部科学省が定

めている教育課程（カリキュラ

ム）の基準です。 

 新学習指導要領に込められた

思いを学校・家庭・地域の方々

と共有し、一体となって子供

たちの学びを支えていくこと

で、これからも子供たちの「生き

る力」の育成を目指し、取り組ん 

でいきます。    【指導課】 

何が変わる？！ 

・「何 を 学 ぶ か」だ け で な く

「ど の ように学ぶか」「何が

できるようになるか」も重視し

ます。それに伴い、学習評価の

観点や方法も変わります。 

・小学校の外国語教育やプログ

ラミング教育などの新たな取組

や、道徳教育のさらなる充実を

図る取組が追加されます。 

・教科書や時間割が変わります。 

             など 

 学校で学んだことが、「生きる

力」となって、その先の人生

につながってほしい。 

学校で学んだことを生かして、

自分の道を切り拓いていく力を

養ってほしい。 

 学校だけでなく、家庭や地域

の方々にも、一緒に学ぶ輪

に加わってほしい。 

新学習指導要領に込められた思い 

 昨年度からは中高の連携にとどまらず、幼・小・中・高・特別支援学校

の学校種、さらには国公立・私立といった設置者の枠を超えた「学校間

連携推進」の取組がスタートしました。様々な学校種の担当職員が

学校間連携の課題や可能性について話し合い、共に学べる研修会を

行うなどしています。                  【指導課】 

様々な学校種の合同研修  

～学校と学校をつなぐ～ 

第一中学校 ⇔ 国府台高等学校 

「学力向上」ビブリオバトル（委員会活動） 

第八中学校 ⇔ 市川工業高等学校 

「キャリア教育」インテリア科の体験授業 

高谷中学校 ⇔ 市川南高等学校 

「人間力の育成」 
高校生参加による中学道徳授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな組織を作り、 

小中一貫教育を推進 

します 

学校の体育館のエアコン

設置、トイレ改修を順次 

行います 

中学生対象のＬＩＮＥ

相談を通年で実施

します 

教職員の長時間 

勤務の改善を 

進めます 

【教育総務課】 

人々が集い新たな価値を

創出できる場の提供に向

けた準備を進めます 

図書館の開館日数

を増やします 

文化財の魅力を 

先進的な多言語解説

により発信します 

心の教育、 

健康教育を進めます 

就学前の学びを 

小学校の学習に 

スムーズに 

つなげます 

不登校児童生徒へ 

ICTを活用した 

学習サポートを行います 

～新年度の重要な取組の一部を紹介します～ 
 

 令和２年２月市川市議会定例会において、田中教育長が令和２年度の教育行政の運営方針や重要施策について説明を行いました。 

皆さんが自身の学んだことを地域づくりに活用することや、地域が一体となって子供の育ちを支えることができるよう、  

市川市教育委員会は、生涯を通じた学びとその基盤となる幼児教育や学校教育を関連させながら取組を進めていきます。 

 外国語科、プログラミング 

教育、教職員の指導力 

向上を充実させます 

 

中学校新学習指導要領は、令和

３年度から全面実施されます。 
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 市川市内にある２７校の小・中学校特別支援

学級（知的障がい）の児童生徒による合同

学習発表会が開催されました。北部地区の

学校は１１月３０日（土）に市川市文化会館

大ホールで、南 部地 区の 学校 は１２月７日

（土）に行徳文化ホールＩ＆Ｉで、学校生活の中で積み重ねてきた学習の成果を、広く

多くの方々に発表しました。 

 ダンスや歌、楽器演奏、劇、縄跳び、マット運動、オリンピック・パラリンピックに

からめた発表など、多彩な内容で、見ごたえあるものばかりでした。ステージ上では、

子供たち同士で場所を確認し合う姿が見ら

れたほか、英語のセリフを取り入れた劇

や、躍動感あふれるダンスなど、一人一人

の個性が生かされた演出に心が温まり、

時間がたつのを忘れるほどでした。会場

では、思わず微笑んだり、自然に手拍子が

起きたりするなど、感動に包まれるなか、

子供たちの演技に盛大な拍手が送られま

した。             【指導課】 

     「第２４回市川市特別支援教育振興大会」 

  が１月３０日（木）、市川市文化会館小ホール

にて開催されました。本大会は、特別支援

教育について理解を深め、共生社会の実現を

目指して、２年に１回開催されています。特別支援教育の取組についての基調報告の後

には、須和田の丘支援学校中学部の皆さんによ

る合唱奏「糸」の発表があり、その力強い音や

言葉一つ一つに会場の方々は聞き入っていまし

た。言語聴覚士の村上由美氏による「発達障害

の人が快適に暮らすために」の記念講演では、

周囲の人の理解が何よりも大切であることが

心に響きました。           【指導課】 

教育委員会では、教育委員が学校の現状、児童生徒の実態、保護者や

教職員の意向を把握し、市川の教育政策等に反映させていくために、

児童生徒や教職員との交流会を行っています。今年度は１１月から２月

にかけて１５校で実施しました。   【教育総務課・教育センター】 

～市川の教育に貢献～ 

 教育功労者の表彰は、教育や学術、文化の振

興などに関し、特に功績が顕著であった個人

や団体を表彰するものです。受賞された皆様、お

めでとうございます。 

         【教育総務課・教育センター】 

６年１組の調理実習

を参観しました。メ

ニューは班ごとに考

えたそうです。試食した大高委

員の「工夫したことはあります

か？」との問いかけに、「旬の

食材、そして栄養のバランスと

色合いです。」と答えていまし

た。美味しくいただきました。 

平田史郎委員と山元

委員が訪問し、６年

１組で行われたビブ

リオバトルを参観しました。委

員からは「いい本との出合いは

人生の宝物になります。人との

出会いと同じように本との出合

いを大切にしてください。」と

のお話がありました。  

平田史郎委員と山元

委員が訪問。出会う

子供たちは皆、大き

な声で「こんにちは！」とあい

さつをしてくれました。５年生

の 授 業 を 参 観 し た 後、給 食 交

流。今、自分が頑張っているこ

となどを話題に、有意義な懇談

の時間を過ごしました。  

５年生の授業を参観

し、給食交流をしま

した。授業では、パ

ラリンピックを題材に、公平に

ついて考えました。平田史郎委

員が「公平性について考えるの

は難しいが、よく意見が出ていま

した。」と児童の発表に対して

の感想を述べました。 

田中教育長と平田信

江委員が、６年生の

合唱練習を参観。そ

の後、児童の代表と給食交流を

行 い ま し た。「皆 で 心 を 合 わ

せ、より良い合唱をつくり上げ

ようとする姿に感心しました。

市内音楽祭が楽しみですね。」

と感想を児童に伝えました。  

1年生の生活科の授

業を参観しました。

「秋の宝物」をテーマ

に、ドングリやまつぼっくり、

落ち葉を使って、飾りやお面、

けん玉などを作っていました。

平田信江委員は「きれいにでき

たね。」「秋を感じるね。」と

声をかけていました。  

５～７年生の授業

を参観し、その後、５

年生と給食を食べな

がら学校生活のことを話しまし

た。山元委員からは「素直な子

供たちですね。義務教育学校な

らではの取組に、今後も期待し

ます。」と、来年度に新校舎へ移

る学校へのエールがありました。 

平田史郎委員と山元

委員が特別支援学級

の生徒と交流し、合

同学習発表会に向けての練習の

様子を参観しました。委員から

は「勉強してきたトリックアー

トの面白さを皆に伝えてくださ

い。本 番 を 楽 し み に し て い ま

す。」との激励がありました。 

※敬称略 

 千葉県教育功労者（学校教育の部） 

 （個人の部）川元 洋 市川小学校 校長 

 （団体の部）塩浜学園 

 アラビアの音楽に合わせて、ステージ 

 いっぱいに旗を振りました。 

 美術での学習を生かし、だまし絵や隠し絵

の紹介をしました。 

行徳小 

八幡小 

市川市教育委員会教育功労者 

石 塚       . 真間小学校  校長  

永  田   博  彦 第四中学校  校長  

髙  橋   祐  介 第六中学校  校長  

田  中   康  介 須和田の丘支援学校  教頭  

落  合     隆 信篤小学校  教諭  

大  野   正  巳 鶴指小学校  教諭  

坂  東   寿  裕 第四中学校  教諭  

久  田   堯  夫 元第二中学校他  学校医  

小  山   秀  康 富美浜小学校他  学校医  

佐々川     毅 国分小学校他  学校歯科医  

伊  藤  真由美 第二中学校他  学校薬剤師  
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 この事業は、市川浦安地域獣医師会の先

生方によって行われる「特別授業」で、３

つの指 導内容か ら学校 の実態や 希望 に

合った授業が選択できます。一つ目は、人

と飼育動物の関わりについて学ぶ中で、豊か

な心を育む「心の教育」、二つ目は獣医師

という職業について学ぶ「キャリア教育」、三つ目は学校で飼育

されている動物の飼育方法を学ぶ「管

理指導」です。職業観や命について考

える大切な機会として、今後も本事業

を実施していきます。                   

 

               

                   

【指導課】 

 

「ふるさとを愛し、自ら夢を持ち、      

 心豊かでたくましく生きる 塩浜っ子」 
 塩浜学園では、平成２８年度から

コミュニティ・スクール（学校運営

協議会制度）を市川市で初めて導入  

  し、研究を進めてきました。 

 「はまっこ・サポート（地域学校協働  

  本部）」は、地域にある団体との

連携・協働を進めています。９年間を貫くカリキュラム「塩浜ふる

さと防災科」の学習の中で、地域との関わりを多く持った活動が展開

されています。また、地域活動を盛り上げるために児童生徒が地域

で活躍する場を設けたり、地域人材が学校をサポートする取組を

行ったり、地域のネットワークを生かし、開催方法を工夫した活動を

展開している点が受賞につながりました。 

 令和２年度には、

新校舎が完成します。

新設される「地域ルー

ム」を活用し、地域と

学 校 の 連 携・協働を

より一層進めていき

ます。 

【学校地域連携推進課】                       

 環境省による「学校給食の実施に伴い発生する廃棄物の３Ｒ促進

モデル事業」の一環として、学校給食の残菜を減らす「食べきり

チャレンジ」に塩焼小・大柏小が取り組みました。 

 まず、市作成の映像教材「かしこくおいしく食べきりチャレン

ジ！」で食品ロスについて知り、次に、給食を残さず食べることが

自分の健康と成長に役立ち、食品ロス削減にもつながることを学び

第二中 

１年１組の道徳の

授業を参観し、その

後、生徒と学校生活

について話しながら給食を食べ

ました。「授業では意見が多く

出ていました。素朴で明るく、

とても仲の良いクラスですね。」

と平田信江委員から感想があり

ました。 

平田信江委員が訪問

し、４～６年生が参

加しているクラブ活

動を参観しました。今年度から

は、多くの地域の方にもご協力い

ただいていることをうかがい、

「児童をみんなで育てたいという

地域の方々の思いがありがたい

です。」と感想がありました。 

大高委員と松丸教育

次長が訪問。生徒会

本部役員・部活動部

長と懇談しました。「先輩から

学んだことを、より良い形で後

輩に伝えてください。」「自分

と違うタイプの人と連携する

と、自分も成長できます。」と

メッセージを送りました。 

6年生の授業を参観

しました。１１月に

行った職業体験での

経験をもとに考えたことを図式

化し、伝え合う活動をしました。

教育長からは「伝え合い、自ら

振り返ることで、自分の将来に

ついてより深く考えられるように

なります。」と感想がありました。 

大高委員と山元委員

が１年生の「できる

よ う に な っ た 発 表

会」を参観しました。一年間の

学習成果の発表の一つ一つに温

かな拍手を送り、「感動しまし

た。嬉しくなりました。これか

らも勉強や運動を頑張ってくだ

さい。」と励ましていました。 

平田信江委員と松丸 

教育次長が訪問し、

4年2組の理科の授

業を参観後、若年層の教員と懇

談会を持ちました。「失敗もた

くさんあると思いますが、自分

の中だけにとどめておかず、共

有して知識化してください。」

との激励がありました。 

 

教育委員交流会訪問委員  

田中 庸惠  教育長    松丸 多一 教育次長 

平田 史郎  教育委員   平田 信江 教育委員 

島田 由紀子 教育委員   大高 究  教育委員 

山元 幸惠  教育委員 

田中教育長に受賞を報告  

文部科学省にて表彰式に参加  

動物の命から学ぶ ～心の教育～ 

一番心に残ったことは、「人間が

動物の命を預かっている」という

言葉です。 

働く面白さを学ぶ ～キャリア教育～ 

獣医師さんは、人の心の支えに

なってく れ て い る 動 物 を 助 け

て、人も動物も救ってくれること

がわかりました。  
動物への接し方を学ぶ ～管理指導～ 

自分たちの世話の仕方が正しい

とわかって嬉しかったです。 

ました。そのうえで、各自が給食

の完食に向けた目標を立て、食べ

きりチャレンジシートを使って

取り組んでみました。給食の時間

には、食べきりチャレンジを応援

するために、市川市在住のミュー

ジシャンＪＡＧＵＡＲさんが作詞

作曲してくれた「たいせつに食べ

てね！！」を放送で流しました。

取り組んだ学校から、一人一人の頑張りの結果、残菜量が減ったとい

う報告が届いています。 

 食品ロスの取組については、給食だけではなく、ご家庭でもできる

ことから始めていけると良いですね。       【保健体育課】 

★子供たちの感想より★ 

菅野小 

島田委員が中山小学

校恒例の長縄大会を

参観しました。終了

後に6年3組を訪れ、「寒さを忘

れさせる一生懸命に跳ぶ姿に感

動しました。」「今日の達成感

や成就感を忘れずに、中学に進

学してからも、頑張ってくださ

い。」とエールを送りました。 

中山小 
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子供にかかわる相談はここでできます！ 

【教育センター】

 市川市教育委員会では、特別支援教育推進に係る環境整備のため、

市立学校に知的障がいの特別支援学級を２７校、自閉症・情緒障がいの

特別支援学級を７校開設しています。 

 近年、個に応じた教育的支援のニーズが高まっていることから、市内

の設置バランスを考慮し、令和２年４月より下記の３校に、特別支援

学級及び通級指導教室を開設することになりました。 

 

 【特別支援学級（知的障がい）】 

   妙典中学校  所在地：妙典５－２２－１ 

 【特別支援学級（自閉症・情緒障がい）】 

   南行徳中学校 所在地：南行徳２－２－２ 

 【通級指導教室（自閉症・情緒障がい/ＬＤ・ＡＤＨＤ）】 

   信篤小学校  所在地：原木２－１６－１ 

 

 なお、開設に関する問い合わせは義務教育課に、入級に関するご相談は

教育センターまでお申し込みください。 

○義務教育課  ＴＥＬ ３８３－９２６１（月～金 午前９時～午後５時） 

○教育センター ＴＥＬ ３２０－３３３６（火～土 午前９時～午後５時） 

                         【義務教育課】 

 ２月７日（金）、教育実践記録論文表彰式・発表会 が、

グリーンスタジオで行われました。教育実践記録論文は、

教育実践をまとめることが自己研鑽につながることを目的

に、昭和５４年に始まり、今年度で４１回目を迎えます。 

 今年度は、合計１５編の

応募がありました。幅広い

学校種・職種からの論文が

集まり、１年間だけではな

く、２～３年間の継続した

実践の記録をまとめた論文

もありました。 

      【教育センター】 

 

 

 

 市川市教育委員会では、市内の公立小学校・中学校・義務教育学校・

特別支援学校に勤務できる講師等を募集しています。 

１ 募集職種 

（１）県費講師…臨時的任用講師・非常勤講師 

   （教員・養護教諭・学校栄養職員・事務職員） 

（２）市費職員…少人数学習等担当補助教員、特別支援学級等補助教員 

２ 応募方法 

  義務教育課・教職員班へ電話でご連絡ください。 

  ＴＥＬ ３８３－９２６１ 

 ※詳細はＷｅｂページをご覧ください。  【義務教育課】 

 ＜一般部門＞ 

 ＜フレッシュ部門＞（教員経験年数５年以下） 

賞 学校名 氏名 分野 テーマ 

優良 八幡小 海老原梨紗 国語 一人一人の主体的な学びのために 

優良 八幡小 山一裕紀子 特別活動 「あいさつNO.1の八幡小」を目指して 

優良 東国分中 井上 菜美  
自閉症・情緒障がい特別支援学級での 

授業の工夫 

努力 冨貴島小 小笠 晃司 国語 
主体的・対話的で深い学びを育む 

言語活動の探究 

努力 鬼高小 川口麻衣子 学校図書館  

努力 第七中 亀井 優 学校図書館 
主体的・対話的で深い学びに向けた 

授業の在り方を探る 

努力 東国分中 所 拓弓貴 その他  

努力 教頭会教育計画部会 学校図書館 学校図書館の活用に向けた教頭の役割 

賞 学校名 氏名 分野 テーマ 

 須和田の丘 野口由紀子 
 

学校図書館 
心を豊かにし、暮らしを広げる読書活動 

優秀 若宮小 池田 優人 理科 主体的・対話的で深い学びを目指して 

優秀 大和田小 内川 佳代 外国語 
小学校英語の充実を目指した 

評価へのアプローチ 

優良 真間小 川添 英樹 国語 
主体的・対話的で深い学びをめざす 

国語科学習 

優良 須和田の丘 山本 瑞稀 
 

外国語 
特別支援学校における外国語活動 

努力 行徳小 

永山 雅大 
眞下 諒 

田邊 竜也 

特別活動 

地域連携 
行徳小相撲部に輝きを取り戻すために 

努力 稲荷木小 森 優之介 国語 読書で高める「国語力」と「人間力」 

※敬称略  

 

 

 

 

 

 市川考古博物館では、

小学校６年生を対象に

「縄文体験学習」を実施

しています。 

 堀之内貝塚のガイド

ツアーや摩擦式の火お

こし体験など、縄文の

くらしを体験しながら

学べる貴重な機会となっています。 

 新年度から、歴史学習の実施時期が変更になるため、一部

内容を変更して実施することになりますが、今年もまた、みな

さんに会えるのを楽しみにしています。 

※学校団体向けの体験学習です。 

 個別の申込は受け付けておりません 

 のでご注意ください。   

昔ながらの火おこしに挑戦中！ 

他にもいろいろな体験プログラムを

用意しているよ！みんなの学校は何

を体験するのかな？楽しみだね！  

【考古博物館】 




